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有性⽣殖を⾏う動物の多くは、メスで卵、オスで精⼦という2つの⽣殖細胞を作ります。これら⽣殖細胞は、胚発⽣初期につく
られる始原⽣殖細胞と呼ばれる細胞に由来し、始原⽣殖細胞は発⽣過程を経て、卵や精⼦に分化します。しかし、始原⽣殖細胞
の性分化のしくみは未だ⼗分に明らかになっていません。本論⽂では、性分化を開始したショウジョウバエ始原⽣殖細胞におい
て、タンパク質の合成活性がメスに⽐べオスの始原⽣殖細胞で⾼いことを明らかにしました。このタンパク質の合成活性の差に
より、オスとメスの始原⽣殖細胞において遺伝⼦発現の性差が⽣み出され、異なる性分化が引き起こされることが⽰唆されま
す。本研究は、筑波⼤学との共同研究により実施され、⽣殖発⽣⽣物学教室では、主にトランスクリプトーム解析を担当しまし
た。
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Male-biased protein expression in primordial germ cells, identified through a comparative study of UAS vectors in
Drosophila


